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学校教育課
部活動改革だより第４号

Q1 推進計画にはどんなことが書いてありますか

【地域クラブ活動の考え方について】
・少子化、ニーズの多様化への対応、教員の負担軽減を主な目標としています。
【地域クラブについて】
・休日から地域に移行します。
・運営団体や実施主体の実態によっては平日も可能とします。
運営団体：地域クラブ活動の申込先で、参加料の集金などを担います。
実施主体：実際に指導者が所属する団体です。

・これまでの学校部活動の代替ではありません。
【部活動の地域移行スケジュールについて】
・令和７年度末までに休日の学校部活動を地域に移行できるように取り組みます。

休日の部活動の地域移行に向けた推進計画を策定しました

このたび、南魚沼市では、休日の部活動の地域移行に向けた推進計画（以下、推進
計画）を策定しました。この推進計画は、スポーツ庁及び文化庁が発出した「学校部
活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」により位
置付けられた令和５年～７年の改革推進期間に、地域連携・地域移行に取り組みつつ、
可能な限り早期に休日の部活動の地域移行を実現することを目的としています。

（裏面参照）

Q2 部活動の地域移行による地域クラブはどういうものですか

〇地域クラブとは社会教育の一環として、学校以外の運営団体・実施主体が行う
地域のクラブのことを言います。

〇地域移行後の活動中に、例えばけがをした場合は、運営団体等で加入する保険
で対応することになります。また、練習に参加するためには参加料が必要となり
ます。移動については、保護者送迎が原則となります。ただ、中越大会や県大会
などの公式大会については、学校部活動、地域クラブ活動問わず南魚沼市のバス
で移動することができます。

〇南魚沼市では、地域クラブ活動の運営団体として総合型地域スポーツクラブや
各種協会、クラブ、文化団体等が事務的な役割（参加料の集金、練習会場確保
等）を担います。（別紙一覧表参照）

〇指導者は、地域クラブ所属の指導者です。指導者は、地域の方々が担当します。
また、指導を希望する教員が含まれる場合もあります。

〇休日の地域クラブ活動回数は、各クラブが決定します。毎週活動する場合もあ
れば、月に１回のみの活動という場合もあります。
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Q3 今後の地域移行に向けた取組について教えてください

休日の部活動が地域に移行されるまでの活動として、主な取組を紹介します。
一例として、通常の部活動の他に次のような取組が実施（計画）されています。

【取組例１ 地域の部活動指導員による合同練習の実施】
〇市内各中学校にて合同練習を実施します。その際、できるだけ、地域の部活動
指導員が担当し、教員の働き方改革を推進するとともに、地域クラブの指導者と
なった場合に備え、生徒との関係づくりも進めていきます。なお、合同練習会場
への移動は、各ご家庭の対応となります。
＊けが等に関しては、学校の災害給付（日本スポーツ振興センター）で対応します。

【取組例２ 顧問による合同練習の実施】
〇学校部活動の顧問が中心となって、合同練習を実施します。（すでに、実施し
ている部活動もあります）生徒相互の交流を深め、今後、地域クラブで複数校か
らの参加となった場合にも、スムーズに練習等に参加できるようにしていきます。

Q4 中越大会や県大会などに地域クラブ所属で参加できますか

地域クラブが新潟県中学校体育連盟（以下中体連）への登録が認められることで、
参加は可能となります。また、地域クラブの大会参加要件が前年度から変更となって
いる競技もあります。＊中体連HPを参照ください。

Q5 平日の部活動やこれからの休日の過ごし方はどうなりますか

【平日の部活動】
これまで中学校に入学したら、希望する生徒は部活に入部し、放課後に活動して

いました。令和６年度からも平日の部活動は、１７：３０まで学校の先生や部活動
指導員等から指導を受けながら活動をします。

【これからの休日（週末等）の過ごし方】
・選択１ 学校部活動に参加する。（土日のどちらかに活動します）
・選択２ 地域クラブに参加する。（所属部活動と異なる種目も可能です）
・選択３ 選択１，２以外の過ごし方

これまでも、地域クラブ（硬式野球、サッカー等）や習い事等で学校部活動に参
加しない場合もありましたが、今後はさらに選択肢が広がります。
お家の方と相談しつつ、「やりたいことは自分で決める」ことが大切です。

【令和８年度以降】
休日の部活動については、令和７年度末までに地域移行することを目指していま

すが、すべての部活動が地域移行できるとは限りません。各種目の地域移行の状況
については、今後の「部活動改革だより」などでお知らせします。



【南魚沼市】休日の部活動の地域移行に向けた推進計画

■地域クラブ活動の考え方

・学校部活動は、教科学習とは異なる集団での活動を通じた人間形成の機会や多様な生徒が活躍で
きる貴重な場面です。しかし、少子化の加速に加えて、生徒のニーズの多様化、少子化に伴う教員
数の減少と負担増から、これまでのような学校を主体とした部活動には限界が近づいています。
これからは、生徒の運動機会や文化活動の機会が持続可能な活動となる必要があります。そこで、

地域の力を借りて、学校部活動から地域クラブ活動に移行し、生徒にとって充実した時間となるよ
う環境を整備します。

・「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革」が文部科学省及びスポーツ庁から発出され、部活動
は意義深い活動である一方で、教師の長時間勤務の要因となっていると指摘。そのうえで、持続可
能な部活動と教師の負担軽減の両方を実現できる改革が必要であるとしています。

■地域クラブとは

・まずは休日の部活動から地域に移行していきますが、運営主体の実態に合わせて平日の地域移行
も可能とする。
・地域の子どもたちを地域で育てるクラブ活動であり、これまでの学校部活動の代替えではない。
・地域クラブの指導を希望する教員も条件を満たせば指導できること。ただし、指導を希望しない
教員が指導しなくても良い環境の構築も同時に必要である。
・地域クラブ活動は受益者負担で運営することが基本となる。
・地域クラブ活動の送迎は保護者の責任において行う。

■部活動の地域移行スケジュール

令和５年度

•平日：学校部活動

•休日：学校部活動
地域クラブ活動

令和６年度

•平日：学校部活動

•休日：学校部活動
地域クラブ活動

令和７年度

•平日：学校部活動

•休日：学校部活動
地域クラブ活動

部活動改革推進期間

■休日の部活動の地域移行に向けた具体策

令和５・６年度 令和７年度 令和８年度

活動形式 ・学校部活動
（合同練習、地域連携
等）
・地域クラブ活動

・学校部活動
（合同練習、地域連携
等）
・地域クラブ活動

・地域クラブ活動
＊完了せずとも、令和８
年度からの休日の部活動
なし

運営主体 ・学校
・総合型SC
・競技・文化団体等

・学校
・総合型SC
・競技・文化団体等

・総合型SC
・競技・文化団体等

指導方針 ・学校部活動にて指導方
針を決定。
・地域クラブ活動にて指
導方針を決定。
＊ともに学校運営協議会
で承認する。

・学校部活動にて指導方
針を決定。
・地域クラブ活動にて指
導方針を決定。
＊ともに学校運営協議会
で承認する。

・地域クラブ活動にて指
導方針を決定。
＊学校運営協議会で承認
する。

補償 ・学校部活動の場合は、
災害給付
・地域クラブの場合は、
各種スポーツ保険

・学校部活動の場合は、
災害給付
・地域クラブの場合は、
各種スポーツ保険

・地域クラブの場合は、
各種スポーツ保険

※年度末までに移行する



○活動中の地域クラブ一覧

※詳しくは各問合せ先へご連絡ください

○地域クラブ指導者等にご協力ください
休日の部活動を地域に移行し、地域クラブ活動とするためには多くの種目で、指導者等を必要

としています。そこで、南魚沼市では、休日の部活動の地域に移行した後の地域クラブ活動の指
導者を募集します。また、指導まではできないけれど、指導者のお手伝いならできる「指導アシ
スタント（仮称）」等を募集します。詳しくは、今後、南魚沼市webサイトに掲載いたします。

※【12月時点】 内容は変更になる場合があります


